
田原通信大
\\  地元のよさ、再 発見
//再地元

　千葉県松戸市出身の保永さんは、2012年に家族で大田原市へ移住

を決意。義父から「うちに来ないか？」と声をかけられたことがきっ

かけだった。東京石材株式会社は、妻方の祖父の代から続く会社で、

当時、義父は2代目社長だった。それまでは営業関係の仕事をしてい

たため、全く何も分からない状態で入社し、社長になる前の7年間は

外仕事をしていた。You Tubeをみながら重機の操作を練習し、シミ

ュレーションを続けながら、ひたむきな努力を重ねていった。「実際

に仕事をやってみると面白くて、だんだん好きになりました。自分が

社長になって、会社を変えたいと思うようにもなりました。」と振り

返る保永さん。
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大田原に住んでいて「当たり前」なことが移住者に
とっては「魅力」に感じられることも。この通信で
は、毎月１回大田原の隠れた魅力をお伝えします。

大田原市移住・定住交流サロン通信

　大田原市亀久に位置する東京石材株式会社は、

 2026 年で創業
66
年目を迎えます。岩石採取業、

産業廃棄物中間処理業、再生瓦チップ（瓦をリサ

イクルしたチップ）の生産販売・施工、フットサ

ル事業、運送事業等のさまざまな事業を展開して

います。3代目社長である保永さんに新事業や100

年企業についての想いを伺いました。

　本業の採石事業は先々代から継承されており、現在は採石事業に加

え新事業の拡張や自社商品の製造・販売を進めている。保永さんが社

長就任時に発足したICT事業部で、今年からはデザイン企画課を立ち

上げ、ホームページ作成業務にも力を入れていく。また、黒羽地区の

夏まつり、秋まつり、どんと祭のチラシやポスターも作成しており、

地域にも貢献している。

　加えて、フットサル場の運営を行っているが、“完全予約制の無人

フットサル場”という、少し変わった運用方法をしている。「普通のフ

ットサル場は常駐のスタッフが必ず1～2名はいますが、自分の経験

上、スタッフがいない方がかえって伸び伸びと使えます。それに、都

内と違って常に利用者がいる訳ではないので、無人でもやっていける

んです。」と話す保永さん。

３代目社長就任までを振り返る

新事業のICT事業とフットサル事業

保永 順平

東京石材株式会社　代表取締役
ほなが じゅんぺい

さん

努力を続けた結果、未経験の

状態から操縦できるようにな

った重機。

ICT事業部デザイン企画課で作

成した「どんと祭」のポスタ

ー。
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取材した方に聞きました取材した方に聞きました取材した方に聞きました

　常に目標を掲げており、その目標を達成した時に従業員のみんな
で喜べることに、やりがいを感じている保永さん。「一緒に重機に乗
って汗水流しながら、共に価値観を分かち合える関係でいたい。そ
して、経験値に関係なく全員が自分の意見を言い合える、従業員み
んなが楽しく働けて、幸せになる環境を作りたい。」と語る。今後の
目標は、「100年企業」。「『形は変わるけれど、精神は変えない。』時
代の流れに合わせて状態は変化しつつ、常に従業員を大切にしてい
きたい。」と、保永さんは強い決意を述べている。

お問合せ

大田原市の移住相談窓口
大田原市移住・定住交流サロン
大田原市本町1-3-1  大田原市役所A別館2階

Tel：0287-23-8794 (平日/9:00～17:00)
Mail：salon@ohtawara-ijyu.jp
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大田原の暮らし、地域情報など発信中！
担当課：大田原市役所 総合政策部 政策推進課

InstagramFacebookホームページ

　石材や砂利、再生瓦チップの販売の他に、石材を活用した商品開
発を行っている。 2023 年に「光亀石（きせき）」と「みやつこうす
たぁ 」という自社商品が大田原ブランドに認定されている。「光亀
石」は大田原市内の4つの団体と、1年半かけて共同研究で作られた
水槽用の底石で、メダカを育てる時に使用する事が多い。「与一ま
つり、産業文化祭、江東区民祭りでメダカすくいをやって、その時
に販売しています。」と話す保永さん。「みやつこうすたぁ」は、国
宝「那須国造碑」と同じ花崗岩を使用したコースターで、歴史的背
景が大田原ブランド認定へのきっかけになっている。

　朝の連続テレビ小説「風、薫る」のヒロインのモチーフとなった
大関和の記念碑の建立に携わり、石碑の足元に、自社商品の再生瓦
チップが使われている。また、大関和をモデルにした公式キャラク
ター「チカちゃん」のグッズにも力を入れており、コースター、ミ
ニタオル、チャーム等を販売している。「自社でできることを考えた
時に、従業員のみんながたくさんアイディアを出してくれました。」
と語る。

大田原ブランドに登録された自社商品

従業員と共に考えた地域のためにできること

100年企業に向けて

【東京石材株式会社】

住所　大田原市亀久957番1　
TEL 　0287-54-1531　　 Instagram　　

「黒羽城址あじさいまつり」

約6,000株の紫陽花が黒羽城の本丸
やお堀の斜面に咲き誇り、アンブレ
ラ（雨傘）スカイなどを楽しんでい
ます！！

大田原ブランドに認定さ
れた「光亀石（きせき）」
と「みやつこうすたぁ」。

公式キャラクター「チカ
ちゃん」のグッズ。

「東京石材株式会社」の
作業現場。

「黒羽城址あじさいまつり」

【開催時期】例年6月中旬～7月上旬

【開催場所】黒羽城址公園及び周辺

　詳しくはイベントサイトをご確認
ください。
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